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研究要旨 

 中性脂肪蓄積心筋血管症の診断基準大項目 3に記載されている典型的 Jordan異常は、

各種自動血球計数器でスクリーニング可能なことを報告してきた。ただし、これらの血

球計数器では WBC分類は閾値固定型サイトグラムに従っていた。近年、より高性能なク

ラスター解析機能を搭載した新規の血球計数器が利用されるようになったが、このよう

な機器でも WBC分布パターンを数量化することで、Jordan異常を同定可能である。 

 

A. 研究目的 

 クラスター解析機能を搭載した新規の

血球計数器でも、Jordan 異常をスクリー

ニング可能かどうか検討する。 

 

B. 研究方法 

従来型の血球計数器（閾値固定型サイ

トグラム搭載）および末梢血塗抹標本で

典型的な Jordan異常を有する TGCV患者

において、日常診療終了後の残余末梢血

をクラスター解析機能を有する新規の自

動血球計数器で測定し、WBC分類値や分布

パターンを取得し、従来法と比較する。 

（倫理面への配慮） 

残余検体利用については当該患者に文

書で説明・同意を得ている。また、得られ

た結果は連結可能匿名化状態で取り扱う。 

 

C. 研究結果 

クラスター解析では Jordan異常を有す

る好中球が閾値外に偏移することなく、

末梢血白血球として正しく分類可能であ

る。ただし、Jordan 異常を有する好中球

の分布パターンは正常の WBC とは異なる

ため、それぞれの分布位置を定量化する

ことで、従来機器と同様に Jordan異常の

スクリーニングが可能であった。 

 

D. 考察 

 クラスター解析機能を用いれば、形態

異常のある好中球が他の領域に逸脱して

も自動補正されるので、異常に気付かな

い可能性がある。従って WBCの自動分類

値のみでなく、WBCの分布位置情報を正し

く把握する必要がある。 

 

E. 結論 

 典型的な Jordan異常はクラスター解析

機能を有する血球計数器でもスクリーニ

ング可能である。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし 
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G. 研究発表 

1. 論文発表 

該当なし 
 

2. 学会発表 

 該当なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

該当なし 

 

2. 実用新案登録 

 該当なし 
 

3. その他 

 該当なし 


